












設置基数と場所については、改札階と朝霞台駅南口
広場および北朝霞駅東口広場の地上部をつなぐ改札外
エレベーターとして2基、また、改札階と上り線、下
り線の各ホームをつなぐエレベーターとして2基の、
合計4基のエレベーターを設置するとの報告がありま
した。なお、具体的な設置場所は、工事着手に向けて
準備を進めており、発表できる段階になったらお知ら
せしたいとのことです。完成時期については、令和7
年度末を目指しているとのことです。
その他の質問項目 教員不足の解消に向けて／児童
生徒の通学路の安全対策／市内循環バスについて／
ドッグラン設置について
バス停のバス待ち環境の改善を
遠藤光博議員 高齢者や車の運転をしない方など、生
活に欠かせない足として重要性が増しているのが地域
公共交通です。高齢の方から声をいただき質問します。
最近バス停で待っている時間がつらい、ベンチがあれ
ば一番良いが無理なら体を支える手すりでもと。これ
までバス停へ上屋やベンチの設置をとの要望がありま
すがスペースの問題で形となっていないのが現状です。
それでは省スペースでの設置が可能なガードパイプ型
のベンチやスリム型のものなど工夫し設置できません
か。
都市建設部長 バス停のバス待ち環境の改善について
は、地域公共交通計画においても施策として位置づけ
ており、これまでも設置について検討を行ってきまし
たが、市内循環バスは比較的狭い道を走ることが多く、
ベンチを置くスペースの確保等が課題となっており、
設置が進んでいない状況です。
ご提案のガードパイプの活用や省スペースタイプの
ベンチについては、そのような課題を解消する方法の
一つであると考えられることから、今後、先進市の整
備状況やバス事業者の意見も踏まえながら、設置が可
能な場所や仕様について検討したいと思います。
その他の質問項目 医療用ウィッグ助成を／特別な
理由により免疫が消失した方に対する予防接種補助を
／黒目川遊歩道にベンチの設置を 他
国際興業バス路線の廃止・減便検討への対策
黒川滋議員 5月29日の地域公共交通協議会のその
他の議題で、国際興業から、運転士不足に起因して、
受託しているわくわく号内間木線を含む、市内バス路
線の一部廃止・減便を検討している、という発言があ
りました。同社のどの路線も廃止があれば大きなバス
空白地帯が発生すること、路線によっては相当な乗客
数もあることから、何らかの対策が必要だと思います
が、市としてどのように対応するのでしょうか。また、
地域公共交通協議会の議題として諮ることについてお

聞きします。
都市建設部長 国際興業に対し路線バスおよび市内循
環バス「内間木線」のバスの維持・確保に向けての要
望を行うとともに、東武バスウエスト・西武バスに運
行について相談・協力をお願いしたいと考えています。
なお、バス業界での運転手不足は大きな課題であると
考えていますので、前提として、廃止とした路線を別
のバス事業者が同水準で維持・確保していくことは大
変難しいと考えています。市としては、路線の廃止や
減便に対して、協議会において、適宜、対応内容につ
いてご意見を伺うなど、協力・報告したいと考えてい
ます。
その他の質問項目 新たな公共施設建設／朝霞台地
区の住民参加／LGBTパートナーシップ証明の福祉
サービスでの有効性／良質な雇用をつくる朝霞市の役割
物価高騰対策への朝霞市のさらなる取り組み
利根川仁志議員 今回の地方創生臨時交付金の活用で
は、これまで要望を行ってきました、低所得者の方の
支援や、学校給食費の6か月間の半額等が手当てされ
ました。
これまでのコロナ禍の3年間や、現在の物価高騰が

長引く中、クーポン券のように経費が伴うものではな
く、すべての市民の皆さまが恩恵を受けられる対策も
取るべきと考えます。昨年10月に水道料金が改定さ
れ、増額分の減額が本年3月まで行われてきましたが、
更に一定期間における水道料金の減免措置を行うべき
と考えます。市の見解を伺います。
上下水道部長 水道料金の減免については、昨年10
月の改定と同時に、昨今の社会情勢の変化や急激な物
価高騰などを踏まえ、市民生活への影響を軽減するた
め、昨年10月から本年3月の請求分まで、水道料金
の旧料金と新料金の差額の2分の1の料金減免をして
きました。使用者一律の減免は3月で終了しています
が、経済的に負担の大きい生活保護費受給世帯および
児童扶養手当受給世帯に対する負担軽減策については、
水道事業における施策として引き続き実施していると
ころです。
その他の質問項目 ごみ収集事業／Jアラートへの対
応／奨学金返済協力企業の推進／タクシー定額乗り放
題事業／補聴器購入補助／荒川土手の除草作業の対応

民 生 関 係
緊急サポートの導入について
宮林智美議員 「子どもが風邪や発熱で保育施設に預
けられないが、どうしても仕事は休めない」「保護者
の体調不良で子どもを家庭で保育できない」など、病
児病後児、緊急的な一時保育、送迎、宿泊を伴う保育

議 会 だ よ り

を行う「緊急サポート事業｣が朝霞市にはありません。
近隣3市はもちろん埼玉県内でも25市12町と多
くの市町で取り入れています。病児保育室があります
が、平日のみの利用で送迎が必要です。安心して子育
てできるよう緊急サポートを導入すべきです。市の考
えを伺います。
こども・健康部長 市では、施設型の病児保育への要
望が多かったことから平成30年に TMGあさか医療
センターのご協力により病児保育室を開設しました。
緊急サポートに対する要望は、令和3年度に1件、令
和4年度に1件いただいています。
なお、これまでファミリー・サポート・センター会
員全体に、緊急サポートの導入について意向を確認し
たことはありませんが、第3期子ども・子育て支援事
業計画の策定に合わせ、緊急サポートのニーズ調査を
実施できるか検討したいと考えています。
その他の質問項目 高齢者支援に絵本の読み聞かせ
講座を／自転車の交通安全対策とヘルメット購入に補
助金を／ダイチャリのヘルメット着用について 他
保育園の給食費値上げは中止を
石川啓子議員 物価の高騰により市民の暮らしはたい
へん苦しい状況が続いています。3月議会では、給食
費などの実費徴収を値上げする動きがあるとの答弁が
ありましたが、市内の保育園の状況はどうなっていま
すか。
食料品をはじめ光熱水費も値上がりして、子育て世
帯はさらにきびしくなっています。値上げは中止する
ように市から働きかけるべきではないでしょうか。
こども・健康部長 各施設で実費徴収をしている主な
ものは、給食費と給食費以外の帽子や名札などの費用
があります。値上げの状況は、給食費については47
施設中3施設で値上げを実施し、給食費以外の費用に
ついては72施設中11施設で値上げを実施していま
す。また、値上げをしていない施設のうち、給食費で
8施設、給食費以外の費用で8施設が値上げを検討し
ている状況です。各保育園による給食費の値上げは保
護者負担が増えることから、給食費の値上げを控えて
もらう代わりに、県の補助を活用して食材料費の補助
をしていきたいと考えています。
その他の質問項目 就学援助の増額／学校給食無償
化／生理用品の無償配布／水害対策／災害時の避難の
支援／高齢者の外出支援／待機児童解消／保育士増員を
国民健康保険について
斉藤弘道議員 埼玉県の国民健康保険運営方針の案が
示されました。2024年度から6年間の計画で、2027
年度には県内の保険税水準を「準統一」しようとして
います。その影響を具体的に伺います。家族が多く、

資産を持たない世帯は大増税です。ただでさえほかの
健康保険と比べて負担の重い国保税なのに、こうした
事態は耐えられません。市は当事者として、市民の立
場に立った対応をとるべきではないでしょうか。市の
考えを伺います。
こども・健康部長 準統一における市の影響について
は、保険税の賦課方式を2方式として、税率を市町村
標準保険税率となることによる影響、2024年度から
の納付金ベースの統一による県への支払いに対する影
響があり、2023年6月13日時点の加入状況で試算
すると、現行税率では19億5,203万円、県が示す標
準保険税率では19億9,376万円となり、4,173万円
の増額と試算しています。
改正により、保険税が減る被保険者がいる一方で、
増える方も一定数いることから、準統一されるまでの
間について、被保険者の皆さんへの負担の影響を考え、
どのような方法がよいか今後研究していきたいと考え
ています。
その他の質問項目 生活保護行政について

議員提出議案1件を審議
議案の件名と要旨は、次のとおりです。
国の負担による学校給食費の無償化を求める意見書

原案可決（全会一致）
本市において市独自で恒常的に無償化した場合、年
間で約6億円と多額な費用が必要となり財政の圧迫が
懸念される。
自治体の財政力の格差によって無償化の実施が困難
な自治体も多いため、学校教育の一環としての給食の
充実と保護者負担軽減を実現するためには、国の関与
が必要不可欠である。
国におかれては、国の財政負担による学校給食費無
償化の迅速な実施を求める。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提
出する。

請願の審議結果
―採択―

学校給食費の無償化を求める請願
（請願者）

ふかざわ や す こ

新日本婦人の会朝霞支部 支部長 深澤 侃子
※掲載内容は令和5年第2回定例会時点のものです。
（敬称略）
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12 広報あさか　2023.9



設置基数と場所については、改札階と朝霞台駅南口
広場および北朝霞駅東口広場の地上部をつなぐ改札外
エレベーターとして2基、また、改札階と上り線、下
り線の各ホームをつなぐエレベーターとして2基の、
合計4基のエレベーターを設置するとの報告がありま
した。なお、具体的な設置場所は、工事着手に向けて
準備を進めており、発表できる段階になったらお知ら
せしたいとのことです。完成時期については、令和7
年度末を目指しているとのことです。
その他の質問項目 教員不足の解消に向けて／児童
生徒の通学路の安全対策／市内循環バスについて／
ドッグラン設置について
バス停のバス待ち環境の改善を
遠藤光博議員 高齢者や車の運転をしない方など、生
活に欠かせない足として重要性が増しているのが地域
公共交通です。高齢の方から声をいただき質問します。
最近バス停で待っている時間がつらい、ベンチがあれ
ば一番良いが無理なら体を支える手すりでもと。これ
までバス停へ上屋やベンチの設置をとの要望がありま
すがスペースの問題で形となっていないのが現状です。
それでは省スペースでの設置が可能なガードパイプ型
のベンチやスリム型のものなど工夫し設置できません
か。
都市建設部長 バス停のバス待ち環境の改善について
は、地域公共交通計画においても施策として位置づけ
ており、これまでも設置について検討を行ってきまし
たが、市内循環バスは比較的狭い道を走ることが多く、
ベンチを置くスペースの確保等が課題となっており、
設置が進んでいない状況です。
ご提案のガードパイプの活用や省スペースタイプの
ベンチについては、そのような課題を解消する方法の
一つであると考えられることから、今後、先進市の整
備状況やバス事業者の意見も踏まえながら、設置が可
能な場所や仕様について検討したいと思います。
その他の質問項目 医療用ウィッグ助成を／特別な
理由により免疫が消失した方に対する予防接種補助を
／黒目川遊歩道にベンチの設置を 他
国際興業バス路線の廃止・減便検討への対策
黒川滋議員 5月29日の地域公共交通協議会のその
他の議題で、国際興業から、運転士不足に起因して、
受託しているわくわく号内間木線を含む、市内バス路
線の一部廃止・減便を検討している、という発言があ
りました。同社のどの路線も廃止があれば大きなバス
空白地帯が発生すること、路線によっては相当な乗客
数もあることから、何らかの対策が必要だと思います
が、市としてどのように対応するのでしょうか。また、
地域公共交通協議会の議題として諮ることについてお

聞きします。
都市建設部長 国際興業に対し路線バスおよび市内循
環バス「内間木線」のバスの維持・確保に向けての要
望を行うとともに、東武バスウエスト・西武バスに運
行について相談・協力をお願いしたいと考えています。
なお、バス業界での運転手不足は大きな課題であると
考えていますので、前提として、廃止とした路線を別
のバス事業者が同水準で維持・確保していくことは大
変難しいと考えています。市としては、路線の廃止や
減便に対して、協議会において、適宜、対応内容につ
いてご意見を伺うなど、協力・報告したいと考えてい
ます。
その他の質問項目 新たな公共施設建設／朝霞台地
区の住民参加／LGBTパートナーシップ証明の福祉
サービスでの有効性／良質な雇用をつくる朝霞市の役割
物価高騰対策への朝霞市のさらなる取り組み
利根川仁志議員 今回の地方創生臨時交付金の活用で
は、これまで要望を行ってきました、低所得者の方の
支援や、学校給食費の6か月間の半額等が手当てされ
ました。
これまでのコロナ禍の3年間や、現在の物価高騰が

長引く中、クーポン券のように経費が伴うものではな
く、すべての市民の皆さまが恩恵を受けられる対策も
取るべきと考えます。昨年10月に水道料金が改定さ
れ、増額分の減額が本年3月まで行われてきましたが、
更に一定期間における水道料金の減免措置を行うべき
と考えます。市の見解を伺います。
上下水道部長 水道料金の減免については、昨年10
月の改定と同時に、昨今の社会情勢の変化や急激な物
価高騰などを踏まえ、市民生活への影響を軽減するた
め、昨年10月から本年3月の請求分まで、水道料金
の旧料金と新料金の差額の2分の1の料金減免をして
きました。使用者一律の減免は3月で終了しています
が、経済的に負担の大きい生活保護費受給世帯および
児童扶養手当受給世帯に対する負担軽減策については、
水道事業における施策として引き続き実施していると
ころです。
その他の質問項目 ごみ収集事業／Jアラートへの対
応／奨学金返済協力企業の推進／タクシー定額乗り放
題事業／補聴器購入補助／荒川土手の除草作業の対応

民 生 関 係
緊急サポートの導入について
宮林智美議員 「子どもが風邪や発熱で保育施設に預
けられないが、どうしても仕事は休めない」「保護者
の体調不良で子どもを家庭で保育できない」など、病
児病後児、緊急的な一時保育、送迎、宿泊を伴う保育

議 会 だ よ り

を行う「緊急サポート事業｣が朝霞市にはありません。
近隣3市はもちろん埼玉県内でも25市12町と多
くの市町で取り入れています。病児保育室があります
が、平日のみの利用で送迎が必要です。安心して子育
てできるよう緊急サポートを導入すべきです。市の考
えを伺います。
こども・健康部長 市では、施設型の病児保育への要
望が多かったことから平成30年に TMGあさか医療
センターのご協力により病児保育室を開設しました。
緊急サポートに対する要望は、令和3年度に1件、令
和4年度に1件いただいています。
なお、これまでファミリー・サポート・センター会
員全体に、緊急サポートの導入について意向を確認し
たことはありませんが、第3期子ども・子育て支援事
業計画の策定に合わせ、緊急サポートのニーズ調査を
実施できるか検討したいと考えています。
その他の質問項目 高齢者支援に絵本の読み聞かせ
講座を／自転車の交通安全対策とヘルメット購入に補
助金を／ダイチャリのヘルメット着用について 他
保育園の給食費値上げは中止を
石川啓子議員 物価の高騰により市民の暮らしはたい
へん苦しい状況が続いています。3月議会では、給食
費などの実費徴収を値上げする動きがあるとの答弁が
ありましたが、市内の保育園の状況はどうなっていま
すか。
食料品をはじめ光熱水費も値上がりして、子育て世
帯はさらにきびしくなっています。値上げは中止する
ように市から働きかけるべきではないでしょうか。
こども・健康部長 各施設で実費徴収をしている主な
ものは、給食費と給食費以外の帽子や名札などの費用
があります。値上げの状況は、給食費については47
施設中3施設で値上げを実施し、給食費以外の費用に
ついては72施設中11施設で値上げを実施していま
す。また、値上げをしていない施設のうち、給食費で
8施設、給食費以外の費用で8施設が値上げを検討し
ている状況です。各保育園による給食費の値上げは保
護者負担が増えることから、給食費の値上げを控えて
もらう代わりに、県の補助を活用して食材料費の補助
をしていきたいと考えています。
その他の質問項目 就学援助の増額／学校給食無償
化／生理用品の無償配布／水害対策／災害時の避難の
支援／高齢者の外出支援／待機児童解消／保育士増員を
国民健康保険について
斉藤弘道議員 埼玉県の国民健康保険運営方針の案が
示されました。2024年度から6年間の計画で、2027
年度には県内の保険税水準を「準統一」しようとして
います。その影響を具体的に伺います。家族が多く、

資産を持たない世帯は大増税です。ただでさえほかの
健康保険と比べて負担の重い国保税なのに、こうした
事態は耐えられません。市は当事者として、市民の立
場に立った対応をとるべきではないでしょうか。市の
考えを伺います。
こども・健康部長 準統一における市の影響について
は、保険税の賦課方式を2方式として、税率を市町村
標準保険税率となることによる影響、2024年度から
の納付金ベースの統一による県への支払いに対する影
響があり、2023年6月13日時点の加入状況で試算
すると、現行税率では19億5,203万円、県が示す標
準保険税率では19億9,376万円となり、4,173万円
の増額と試算しています。
改正により、保険税が減る被保険者がいる一方で、

増える方も一定数いることから、準統一されるまでの
間について、被保険者の皆さんへの負担の影響を考え、
どのような方法がよいか今後研究していきたいと考え
ています。
その他の質問項目 生活保護行政について

議員提出議案1件を審議
議案の件名と要旨は、次のとおりです。

国の負担による学校給食費の無償化を求める意見書
原案可決（全会一致）

本市において市独自で恒常的に無償化した場合、年
間で約6億円と多額な費用が必要となり財政の圧迫が
懸念される。
自治体の財政力の格差によって無償化の実施が困難

な自治体も多いため、学校教育の一環としての給食の
充実と保護者負担軽減を実現するためには、国の関与
が必要不可欠である。
国におかれては、国の財政負担による学校給食費無

償化の迅速な実施を求める。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

請願の審議結果
―採択―

学校給食費の無償化を求める請願
（請願者）

ふかざわ や す こ

新日本婦人の会朝霞支部 支部長 深澤 侃子
※掲載内容は令和5年第2回定例会時点のものです。
（敬称略）

議 会 だ よ り

13広報あさか　2023.9

設置基数と場所については、改札階と朝霞台駅南口
広場および北朝霞駅東口広場の地上部をつなぐ改札外
エレベーターとして2基、また、改札階と上り線、下
り線の各ホームをつなぐエレベーターとして2基の、
合計4基のエレベーターを設置するとの報告がありま
した。なお、具体的な設置場所は、工事着手に向けて
準備を進めており、発表できる段階になったらお知ら
せしたいとのことです。完成時期については、令和7
年度末を目指しているとのことです。
その他の質問項目 教員不足の解消に向けて／児童
生徒の通学路の安全対策／市内循環バスについて／
ドッグラン設置について
バス停のバス待ち環境の改善を
遠藤光博議員 高齢者や車の運転をしない方など、生
活に欠かせない足として重要性が増しているのが地域
公共交通です。高齢の方から声をいただき質問します。
最近バス停で待っている時間がつらい、ベンチがあれ
ば一番良いが無理なら体を支える手すりでもと。これ
までバス停へ上屋やベンチの設置をとの要望がありま
すがスペースの問題で形となっていないのが現状です。
それでは省スペースでの設置が可能なガードパイプ型
のベンチやスリム型のものなど工夫し設置できません
か。
都市建設部長 バス停のバス待ち環境の改善について
は、地域公共交通計画においても施策として位置づけ
ており、これまでも設置について検討を行ってきまし
たが、市内循環バスは比較的狭い道を走ることが多く、
ベンチを置くスペースの確保等が課題となっており、
設置が進んでいない状況です。
ご提案のガードパイプの活用や省スペースタイプの
ベンチについては、そのような課題を解消する方法の
一つであると考えられることから、今後、先進市の整
備状況やバス事業者の意見も踏まえながら、設置が可
能な場所や仕様について検討したいと思います。
その他の質問項目 医療用ウィッグ助成を／特別な
理由により免疫が消失した方に対する予防接種補助を
／黒目川遊歩道にベンチの設置を 他
国際興業バス路線の廃止・減便検討への対策
黒川滋議員 5月29日の地域公共交通協議会のその
他の議題で、国際興業から、運転士不足に起因して、
受託しているわくわく号内間木線を含む、市内バス路
線の一部廃止・減便を検討している、という発言があ
りました。同社のどの路線も廃止があれば大きなバス
空白地帯が発生すること、路線によっては相当な乗客
数もあることから、何らかの対策が必要だと思います
が、市としてどのように対応するのでしょうか。また、
地域公共交通協議会の議題として諮ることについてお

聞きします。
都市建設部長 国際興業に対し路線バスおよび市内循
環バス「内間木線」のバスの維持・確保に向けての要
望を行うとともに、東武バスウエスト・西武バスに運
行について相談・協力をお願いしたいと考えています。
なお、バス業界での運転手不足は大きな課題であると
考えていますので、前提として、廃止とした路線を別
のバス事業者が同水準で維持・確保していくことは大
変難しいと考えています。市としては、路線の廃止や
減便に対して、協議会において、適宜、対応内容につ
いてご意見を伺うなど、協力・報告したいと考えてい
ます。
その他の質問項目 新たな公共施設建設／朝霞台地
区の住民参加／LGBTパートナーシップ証明の福祉
サービスでの有効性／良質な雇用をつくる朝霞市の役割
物価高騰対策への朝霞市のさらなる取り組み
利根川仁志議員 今回の地方創生臨時交付金の活用で
は、これまで要望を行ってきました、低所得者の方の
支援や、学校給食費の6か月間の半額等が手当てされ
ました。
これまでのコロナ禍の3年間や、現在の物価高騰が

長引く中、クーポン券のように経費が伴うものではな
く、すべての市民の皆さまが恩恵を受けられる対策も
取るべきと考えます。昨年10月に水道料金が改定さ
れ、増額分の減額が本年3月まで行われてきましたが、
更に一定期間における水道料金の減免措置を行うべき
と考えます。市の見解を伺います。
上下水道部長 水道料金の減免については、昨年10
月の改定と同時に、昨今の社会情勢の変化や急激な物
価高騰などを踏まえ、市民生活への影響を軽減するた
め、昨年10月から本年3月の請求分まで、水道料金
の旧料金と新料金の差額の2分の1の料金減免をして
きました。使用者一律の減免は3月で終了しています
が、経済的に負担の大きい生活保護費受給世帯および
児童扶養手当受給世帯に対する負担軽減策については、
水道事業における施策として引き続き実施していると
ころです。
その他の質問項目 ごみ収集事業／Jアラートへの対
応／奨学金返済協力企業の推進／タクシー定額乗り放
題事業／補聴器購入補助／荒川土手の除草作業の対応

民 生 関 係
緊急サポートの導入について
宮林智美議員 「子どもが風邪や発熱で保育施設に預
けられないが、どうしても仕事は休めない」「保護者
の体調不良で子どもを家庭で保育できない」など、病
児病後児、緊急的な一時保育、送迎、宿泊を伴う保育

議 会 だ よ り

を行う「緊急サポート事業｣が朝霞市にはありません。
近隣3市はもちろん埼玉県内でも25市12町と多
くの市町で取り入れています。病児保育室があります
が、平日のみの利用で送迎が必要です。安心して子育
てできるよう緊急サポートを導入すべきです。市の考
えを伺います。
こども・健康部長 市では、施設型の病児保育への要
望が多かったことから平成30年に TMGあさか医療
センターのご協力により病児保育室を開設しました。
緊急サポートに対する要望は、令和3年度に1件、令
和4年度に1件いただいています。
なお、これまでファミリー・サポート・センター会
員全体に、緊急サポートの導入について意向を確認し
たことはありませんが、第3期子ども・子育て支援事
業計画の策定に合わせ、緊急サポートのニーズ調査を
実施できるか検討したいと考えています。
その他の質問項目 高齢者支援に絵本の読み聞かせ
講座を／自転車の交通安全対策とヘルメット購入に補
助金を／ダイチャリのヘルメット着用について 他
保育園の給食費値上げは中止を
石川啓子議員 物価の高騰により市民の暮らしはたい
へん苦しい状況が続いています。3月議会では、給食
費などの実費徴収を値上げする動きがあるとの答弁が
ありましたが、市内の保育園の状況はどうなっていま
すか。
食料品をはじめ光熱水費も値上がりして、子育て世
帯はさらにきびしくなっています。値上げは中止する
ように市から働きかけるべきではないでしょうか。
こども・健康部長 各施設で実費徴収をしている主な
ものは、給食費と給食費以外の帽子や名札などの費用
があります。値上げの状況は、給食費については47
施設中3施設で値上げを実施し、給食費以外の費用に
ついては72施設中11施設で値上げを実施していま
す。また、値上げをしていない施設のうち、給食費で
8施設、給食費以外の費用で8施設が値上げを検討し
ている状況です。各保育園による給食費の値上げは保
護者負担が増えることから、給食費の値上げを控えて
もらう代わりに、県の補助を活用して食材料費の補助
をしていきたいと考えています。
その他の質問項目 就学援助の増額／学校給食無償
化／生理用品の無償配布／水害対策／災害時の避難の
支援／高齢者の外出支援／待機児童解消／保育士増員を
国民健康保険について
斉藤弘道議員 埼玉県の国民健康保険運営方針の案が
示されました。2024年度から6年間の計画で、2027
年度には県内の保険税水準を「準統一」しようとして
います。その影響を具体的に伺います。家族が多く、

資産を持たない世帯は大増税です。ただでさえほかの
健康保険と比べて負担の重い国保税なのに、こうした
事態は耐えられません。市は当事者として、市民の立
場に立った対応をとるべきではないでしょうか。市の
考えを伺います。
こども・健康部長 準統一における市の影響について
は、保険税の賦課方式を2方式として、税率を市町村
標準保険税率となることによる影響、2024年度から
の納付金ベースの統一による県への支払いに対する影
響があり、2023年6月13日時点の加入状況で試算
すると、現行税率では19億5,203万円、県が示す標
準保険税率では19億9,376万円となり、4,173万円
の増額と試算しています。
改正により、保険税が減る被保険者がいる一方で、

増える方も一定数いることから、準統一されるまでの
間について、被保険者の皆さんへの負担の影響を考え、
どのような方法がよいか今後研究していきたいと考え
ています。
その他の質問項目 生活保護行政について

議員提出議案1件を審議
議案の件名と要旨は、次のとおりです。

国の負担による学校給食費の無償化を求める意見書
原案可決（全会一致）

本市において市独自で恒常的に無償化した場合、年
間で約6億円と多額な費用が必要となり財政の圧迫が
懸念される。
自治体の財政力の格差によって無償化の実施が困難

な自治体も多いため、学校教育の一環としての給食の
充実と保護者負担軽減を実現するためには、国の関与
が必要不可欠である。
国におかれては、国の財政負担による学校給食費無

償化の迅速な実施を求める。
以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提

出する。

請願の審議結果
―採択―

学校給食費の無償化を求める請願
（請願者）

ふかざわ や す こ

新日本婦人の会朝霞支部 支部長 深澤 侃子
※掲載内容は令和5年第2回定例会時点のものです。
（敬称略）
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